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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 55,799 △3.3 7,246 7.1 5,376 48.7

2021年３月期 57,709 △5.1 6,767 △27.5 3,615 △28.8
(注) 包括利益 2022年３月期 △3,416百万円( －％) 2021年３月期 15,389百万円( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

経常収益
経常利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 340.96 339.17 2.7 0.2 13.0

2021年３月期 229.62 228.47 1.9 0.2 11.7
(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 4,310,569 198,072 4.6 12,538.72

2021年３月期 3,813,669 202,746 5.3 12,855.45
(参考) 自己資本 2022年３月期 197,784百万円 2021年３月期 202,414百万円
　

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除して算出し
ております。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 470,282 △34,183 △1,190 940,996

2021年３月期 341,521 △165,663 △1,256 506,083

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 1,259 34.8 0.6

2022年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 1,261 23.5 0.6

2023年３月期(予想) － 40.00 － 40.00 80.00 28.0

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 26,800 △5.3 3,300 △30.1 2,100 △41.8 133.18

通 期 52,900 △5.2 6,900 △4.8 4,500 △16.3 285.40

　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料12ページ「３.(６)連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 16,243,634株 2021年３月期 16,243,634株

② 期末自己株式数 2022年３月期 469,710株 2021年３月期 498,184株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 15,767,593株 2021年３月期 15,744,559株

(参考) 個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 45,132 △4.7 6,140 10.6 4,659 64.8

2021年３月期 47,360 △6.1 5,552 △32.0 2,827 △34.8
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 295.53 293.98

2021年３月期 179.58 178.68

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 4,294,259 182,573 4.2 11,560.39

2021年３月期 3,796,015 186,848 4.9 11,849.93

(参考) 自己資本 2022年３月期 182,352百万円 2021年３月期 186,582百万円
　

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権)を期末資産の部合計で除して算出しております。なお、本
「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．2023年３月期の個別業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 21,500 △7.3 2,700 △34.3 2,300 △28.3 145.87

通 期 42,200 △6.5 5,800 △5.5 4,300 △7.7 272.71

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績・財政状態の概況

（１）経営成績の概況

（当期の経営成績）

2021年度の国内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が弱まり、持ち直しの動きとなりま

した。生産活動は、供給制約の影響を残しつつも増加基調となりました。個人消費はサービス消

費への下押し圧力が軽減され、持ち直しの動きとなりました。公共投資は高水準で推移しており

ますが、年度後半は弱含んでおります。設備投資は企業収益の改善を背景に持ち直しておりま

す。住宅投資は、年度を通じて増加しておりますが、年度後半は増勢が鈍化しております。有効

求人倍率は経済活動の回復や人手不足を背景に、上昇傾向となりました。

県内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が弱まり、持ち直しております。設備投資は、

製造業・非製造業ともに増加しました。生産活動は、化学・石油製品工業などでの堅調な需要を

背景に緩やかに持ち直しました。個人消費は催事などの再開により緩やかに持ち直しました。住

宅投資は、持家が持ち直した一方、貸家と分譲マンションの着工減少により、やや弱い動きとな

りました。観光は新型コロナウイルス感染症の流行前（2019年度）の水準には及ばないものの、

行動制限が緩和されたため前年度を上回りました。有効求人倍率は年度を通じて上昇傾向となり

ました。公共投資は国と県を中心に防災・減災工事の発注が増え、堅調に推移しました。

このような経済環境の中で、当行グループは積極的な営業活動を展開し、業績向上に努めまし

た結果、次のような結果となりました。

連結ベースの経常収益は、国債等債券売却益が増加したものの、株式等売却益及び貸出金利息

の減少等により、前期比19億９百万円減少し、557億99百万円となりました。経常費用は、国債等

債券売却損が増加したものの、貸倒引当金繰入額、営業経費及び株式等売却損の減少等により、

前期比23億88百万円減少し、485億53百万円となりました。

この結果、経常利益は、前期比４億79百万円増加し、72億46百万円となりました。また、親会

社株主に帰属する当期純利益は、経常利益の増加及び法人税等の減少により、前期比17億60百万

円増加し、53億76百万円となりました。

（セグメント別業績の概況）

「銀行業」では、経常収益は、株式等売却益の減少等により、前期比22億27百万円減少し、451

億41百万円となりました。セグメント利益は、貸倒引当金繰入額の減少等による経常費用の減少

が、経常収益の減少を上回ったことから、前期比６億５百万円増加し、61億84百万円となりまし

た。

「リース業」では、経常収益は、リース売上高の増加等により前期比１億56百万円増加し、83

億98百万円となりました。セグメント利益は、経常収益は増加したものの、リース売上原価の増

加等による経常費用の増加により、前期比１億39百万円減少し２億12百万円となりました。

「銀行業」、「リース業」を除く「その他」の経常収益は、資金運用収益やその他業務収益の

増加等により、前期比１億62百万円増加し、31億86百万円となりました。セグメント利益は、経

常収益の増加により、前期比18百万円増加し、８億66百万円となりました。

（次期の見通し）

当行グループの2022年度の業績につきましては、経常収益529億円、経常利益69億円、親会社株

主に帰属する当期純利益45億円を予想しております。このうち当行単体では、経常収益422億円、

経常利益58億円、当期純利益43億円を予想しております。

なお、2023年３月末の日経平均株価を22,000円～32,000円、与信費用（一般貸倒引当金繰入額

＋不良債権処理額）を連結ベースで年間19億円、単体ベースで年間16億円と見込んでおります。

業績予想については、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は、新型コロナウイルス感染症によるお取引先等への影響など様々

な要因により大きく変動する可能性があります。
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（２）財政状態の概況

（資産、負債等の状況）

・預金等

預金及び譲渡性預金の合計残高は、前連結会計年度末比1,629億円増加し、３兆4,578億円とな

りました。

・貸出金

貸出金残高は、県内事業性貸出金、個人ローン及び公共向け貸出金の増加により、前連結会計

年度末比651億円増加し、１兆9,720億円となりました。

・有価証券

有価証券残高は、社債及びその他の証券が減少したものの、国債及び地方債等が増加したこと

から、前連結会計年度末比177億円増加し、１兆2,876億円となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

営業活動によるキャッシュ・フローは、借用金の増加等により、4,702億82百万円のプラスとな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出等により、341億83百万円の

マイナスとなりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、11億90百万円のマイナスとな

りました。

以上の結果、現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末比4,349億13百万円増加し、

9,409億96百万円となりました。

（自己資本比率（国内基準））

連結自己資本比率は、10.76％（速報値）となりました。

また、当行単体では、9.94％（速報値）となりました。

なお、自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照ら

し自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（2006年金融庁告示第19

号）に定められた算式に基づき、連結ベースと単体ベースの双方について算出しております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

〇当期の配当について

当行は、銀行業としての公共性に鑑み、長期的かつ安定的な経営基盤の強化と経営の効率化な

らびに内部留保の充実による財務体質の強化に努めており、安定配当を継続実施していくことを

利益配分の基本方針としております。

当期の配当につきましては、2021年度の業績等を総合的に勘案し、１株当たり年間配当金80円

（うち中間配当金40円）とさせていただく予定です。

〇次期の配当について

次期の１株当たり年間配当金予想につきましては、安定配当という基本方針により、年間80円

（うち中間40円）を予定しております。

内部留保金については、お客さまの利便性及び当行の収益性の向上、経営の効率化のための投

資等に活用し、経営基盤の一層の強化を図りたいと存じます。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当行グループは、大分県を中心とした国内を主な活動拠点としていることから、会計基準につきま

しては日本基準を適用しております。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、

外国人株主の増加やＩＦＲＳを適用した金融機関との比較可能性などを考慮しながら判断する方針で

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

現金預け金 512,688 942,673

買入金銭債権 3,914 3,476

金銭の信託 19,946 16,931

有価証券 1,269,941 1,287,683

貸出金 1,906,882 1,972,040

外国為替 12,609 11,591

リース債権及びリース投資資産 15,822 16,538

その他資産 48,616 36,034

有形固定資産 30,459 29,575

建物 5,236 4,869

土地 20,530 20,569

リース資産 25 37

建設仮勘定 16 566

その他の有形固定資産 4,650 3,533

無形固定資産 1,084 895

ソフトウエア 970 784

その他の無形固定資産 113 111

退職給付に係る資産 11,488 9,887

繰延税金資産 965 4,413

支払承諾見返 8,196 8,098

貸倒引当金 △28,945 △29,270

資産の部合計 3,813,669 4,310,569

負債の部

預金 3,195,807 3,360,080

譲渡性預金 99,082 97,809

コールマネー及び売渡手形 － 3,671

売現先勘定 － 16,827

債券貸借取引受入担保金 19,142 138,405

借用金 229,804 426,984

外国為替 35 45

その他負債 44,541 47,501

賞与引当金 1,119 1,136

退職給付に係る負債 6,725 6,602

役員退職慰労引当金 27 29

睡眠預金払戻損失引当金 1,383 1,116

繰延税金負債 736 11

再評価に係る繰延税金負債 4,319 4,174

支払承諾 8,196 8,098

負債の部合計 3,610,922 4,112,496
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部

資本金 19,598 19,598

資本剰余金 13,771 13,768

利益剰余金 143,043 147,390

自己株式 △2,254 △2,122

株主資本合計 174,159 178,634

その他有価証券評価差額金 18,093 9,141

繰延ヘッジ損益 471 1,673

土地再評価差額金 8,664 8,353

退職給付に係る調整累計額 1,025 △18

その他の包括利益累計額合計 28,255 19,149

新株予約権 266 220

非支配株主持分 65 67

純資産の部合計 202,746 198,072

負債及び純資産の部合計 3,813,669 4,310,569
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

経常収益 57,709 55,799

資金運用収益 33,816 33,695

貸出金利息 21,241 20,859

有価証券利息配当金 12,431 12,182

コールローン利息及び買入手形利息 △0 0

預け金利息 137 653

その他の受入利息 5 0

役務取引等収益 9,113 9,086

その他業務収益 9,812 10,743

その他経常収益 4,967 2,274

償却債権取立益 0 0

その他の経常収益 4,967 2,273

経常費用 50,942 48,553

資金調達費用 542 489

預金利息 255 165

譲渡性預金利息 124 86

コールマネー利息及び売渡手形利息 － 9

売現先利息 68 21

債券貸借取引支払利息 39 108

借用金利息 35 18

その他の支払利息 19 79

役務取引等費用 2,300 2,255

その他業務費用 14,120 16,448

営業経費 29,019 27,186

その他経常費用 4,958 2,173

貸倒引当金繰入額 3,622 1,180

その他の経常費用 1,336 993

経常利益 6,767 7,246

特別利益 87 184

固定資産処分益 87 184

特別損失 530 468

固定資産処分損 75 144

減損損失 454 324

税金等調整前当期純利益 6,323 6,962

法人税、住民税及び事業税 3,139 1,851

法人税等調整額 △433 △268

法人税等合計 2,706 1,583

当期純利益 3,617 5,379

非支配株主に帰属する当期純利益 2 3

親会社株主に帰属する当期純利益 3,615 5,376
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

当期純利益 3,617 5,379

その他の包括利益 11,772 △8,795

その他有価証券評価差額金 7,198 △8,953

繰延ヘッジ損益 1,064 1,202

退職給付に係る調整額 3,508 △1,043

包括利益 15,389 △3,416

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 15,383 △3,418

非支配株主に係る包括利益 6 1
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,598 13,778 140,394 △2,279 171,491

当期変動額

剰余金の配当 △1,259 △1,259

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,615 3,615

自己株式の取得 △3 △3

自己株式の処分 △6 28 21

土地再評価差額金の取崩 293 293

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △6 2,649 25 2,668

当期末残高 19,598 13,771 143,043 △2,254 174,159

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 10,899 △593 8,958 △2,483 16,780 237 59 188,568

当期変動額

剰余金の配当 △1,259

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,615

自己株式の取得 △3

自己株式の処分 21

土地再評価差額金の取崩 293

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
7,194 1,064 △293 3,508 11,474 28 6 11,509

当期変動額合計 7,194 1,064 △293 3,508 11,474 28 6 14,177

当期末残高 18,093 471 8,664 1,025 28,255 266 65 202,746
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　当連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 19,598 13,771 143,043 △2,254 174,159

会計方針の変更による

累積的影響額
△41 △41

会計方針の変更を反映した

当期首残高
19,598 13,771 143,002 △2,254 174,117

当期変動額

剰余金の配当 △1,260 △1,260

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,376 5,376

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △41 135 93

土地再評価差額金の取崩 310 310

利益剰余金から

資本剰余金への振替
38 △38 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △3 4,387 132 4,516

当期末残高 19,598 13,768 147,390 △2,122 178,634

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に係

る調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 18,093 471 8,664 1,025 28,255 266 65 202,746

会計方針の変更による

累積的影響額
△41

会計方針の変更を反映した

当期首残高
18,093 471 8,664 1,025 28,255 266 65 202,705

当期変動額

剰余金の配当 △1,260

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,376

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 93

土地再評価差額金の取崩 310

利益剰余金から

資本剰余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△8,952 1,202 △310 △1,043 △9,105 △45 1 △9,149

当期変動額合計 △8,952 1,202 △310 △1,043 △9,105 △45 1 △4,632

当期末残高 9,141 1,673 8,353 △18 19,149 220 67 198,072
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,323 6,962

減価償却費 1,878 1,662

減損損失 454 324

貸倒引当金の増減（△） 2,946 324

賞与引当金の増減額（△は減少） 9 17

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 670 △44

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △42 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 1

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △374 △266

資金運用収益 △33,816 △33,695

資金調達費用 542 489

有価証券関係損益（△） 1,717 5,330

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △63 68

為替差損益（△は益） 12 △4

固定資産処分損益（△は益） △11 △40

貸出金の純増（△）減 △74,196 △65,158

預金の純増減（△） 284,719 164,272

譲渡性預金の純増減（△） △2,064 △1,272

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

130,087 197,180

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △1,054 4,928

コールローン等の純増（△）減 △677 437

コールマネー等の純増減（△） － 3,671

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 10,624 119,263

外国為替（資産）の純増（△）減 △4,247 1,017

外国為替（負債）の純増減（△） △151 9

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 455 △715

資金運用による収入 33,933 33,736

資金調達による支出 △725 △547

その他 △10,964 35,385

小計 345,991 473,359

法人税等の還付額 8 －

法人税等の支払額 △4,478 △3,077

営業活動によるキャッシュ・フロー 341,521 470,282
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当連結会計年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △473,576 △492,940

有価証券の売却による収入 121,993 229,858

有価証券の償還による収入 189,559 226,464

金銭の信託の増加による支出 △3,060 △53

金銭の信託の減少による収入 994 2,971

有形固定資産の取得による支出 △1,819 △1,234

無形固定資産の取得による支出 △244 △138

有形固定資産の売却による収入 510 887

資産除去債務の履行による支出 △20 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △165,663 △34,183

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,259 △1,259

リース債務の返済による支出 △15 △21

自己株式の取得による支出 △3 △2

自己株式の売却による収入 21 93

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,256 △1,190

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 174,589 434,913

現金及び現金同等物の期首残高 331,493 506,083

現金及び現金同等物の期末残高 506,083 940,996
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（５）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（６）連結財務諸表に関する注記事項

(会計方針の変更)
１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基

準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移

転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとい

たしました。

これにより、当行及び連結子会社は、従来一時点で収益を計上していた役務取引の一部につい

て、履行義務の充足をもって収益を計上するように変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影

響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用し

ております。

この結果、当連結会計年度の経常収益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ１百万

円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は41百万円減少しております。

当連結会計年度の１株当たり純資産額は２円74銭減少、１株当たり当期純利益は10銭減少、潜在

株式調整後１株当たり当期純利益は９銭減少しております。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下、「時価算定会計

基準」という。)等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品

に関する会計基準」(企業会計基準第10号 2019年７月４日)第44-2項に定める経過的な取扱いに従

って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしまし

た。

なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当行グループは、当行における銀行業務を中心に、リース業務、クレジットカード業務などの金融サービス等に係

る事業を行っております。

したがって、当行グループは上記の業務別のセグメントから構成されており、「銀行業」、「リース業」の２つを

報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの経常収益、利益、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、経常収益ベースの数字であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は、一般の取引価格に基づいております。

　

３．報告セグメントごとの経常収益、利益、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2020年４月１日　至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務
諸表計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

47,128 8,089 55,218 2,511 57,730 △21 57,709

セグメント間の内部
経常収益

240 152 392 511 904 △904 －

計 47,369 8,241 55,611 3,023 58,634 △925 57,709

セグメント利益 5,578 351 5,930 848 6,779 △11 6,767

セグメント資産 3,793,592 21,581 3,815,173 17,746 3,832,919 △19,250 3,813,669

その他の項目

減価償却費 1,718 95 1,813 65 1,879 △1 1,878

資金運用収益 32,842 12 32,855 1,010 33,865 △49 33,816

資金調達費用 527 55 583 5 588 △45 542

減損損失 454 － 454 － 454 － 454

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,033 153 2,186 34 2,220 △0 2,219
　
(注)１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連結

損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。
　 ２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務等であり

ます。
　 ３．調整額は、次のとおりであります。

　 (1)外部顧客に対する経常収益の調整額△21百万円は、貸倒引当金戻入益の調整であります。

(2)セグメント利益の調整額△11百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 (3)セグメント資産の調整額△19,250百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (4)減価償却費の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (5)資金運用収益の調整額△49百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (6)資金調達費用の調整額△45百万円は、セグメント間取引消去であります。

(7)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 ４．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益との調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計 調整額

連結財務
諸表計上額銀行業 リース業 計

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

44,877 8,245 53,123 2,676 55,799 － 55,799

セグメント間の内部
経常収益

264 153 417 509 927 △927 －

計 45,141 8,398 53,540 3,186 56,727 △927 55,799

セグメント利益 6,184 212 6,396 866 7,263 △16 7,246

セグメント資産 4,290,382 22,695 4,313,078 18,855 4,331,933 △21,363 4,310,569

その他の項目

減価償却費 1,501 98 1,600 63 1,664 △1 1,662

資金運用収益 32,661 12 32,673 1,070 33,744 △48 33,695

資金調達費用 474 54 528 4 532 △43 489

減損損失 324 － 324 － 324 － 324

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,271 218 1,489 20 1,510 － 1,510
　
(注)１．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連結

損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。
　 ２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業務等であり

ます。
　 ３．調整額は、次のとおりであります。

(1)セグメント利益の調整額△16百万円は、セグメント間取引消去であります。

　 (2)セグメント資産の調整額△21,363百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (3)減価償却費の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (4)資金運用収益の調整額△48百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 (5)資金調達費用の調整額△43百万円は、セグメント間取引消去であります。
　 ４．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益との調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自2020年４月１日
至2021年３月31日)

当連結会計年度
(自2021年４月１日
至2022年３月31日)

１株当たり純資産額 12,855円45銭 12,538円72銭

１株当たり当期純利益 229円62銭 340円96銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 228円47銭 339円17銭

(注)１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

純資産の部の合計額 百万円 202,746 198,072

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 331 288

(うち新株予約権) 百万円 266 220

(うち非支配株主持分) 百万円 65 67

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 202,414 197,784

１株当たり純資産額の算定に
用いられた期末の普通株式の数

千株 15,745 15,773

　

　２．１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式数については、自己名義所有株式分を控除し算定し

ております。
　

　３．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自2020年４月１日
至2021年３月31日)

当連結会計年度
(自2021年４月１日
至2022年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 3,615 5,376

普通株主に帰属しない金額 百万円 － －

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益

百万円 3,615 5,376

普通株式の期中平均株式数 千株 15,744 15,767

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額

百万円 － －

普通株式増加数 千株 79 83

うち新株予約権 千株 79 83

希薄化効果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり当期純利益の算定に
含めなかった潜在株式の概要

―― ――
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(重要な後発事象)

（連結子会社の吸収合併）

共通支配下の取引等

１．取引の概要

(1）結合当事企業の名称及びその事業内容

結合企業の名称 株式会社大分銀行

事業の内容 銀行業

被結合企業の名称 大銀ビジネスサービス株式会社

事業の内容 銀行業務に係る事務代行業

(2）企業結合日

2022年４月１日

(3）企業結合の法的形式

当行を存続会社、大銀ビジネスサービス株式会社を消滅会社とする吸収合併方式

(4）結合後企業の名称

株式会社大分銀行

(5）その他取引の概要に関する事項

当行グループにおける経営の効率化及び経営資源の有効活用を目的として、完全子会社であ

る大銀ビジネスサービス株式会社を吸収合併したものであります。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年１月16日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号2019年１月16

日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

現金預け金 511,638 942,567

現金 33,847 32,489

預け金 477,791 910,077

買入金銭債権 3,914 3,476

金銭の信託 19,946 16,931

有価証券 1,274,095 1,291,928

国債 172,152 243,102

地方債 265,474 286,086

社債 317,363 261,275

株式 71,754 74,176

その他の証券 447,351 427,287

貸出金 1,912,902 1,978,279

割引手形 4,471 4,569

手形貸付 64,431 58,804

証書貸付 1,694,399 1,766,742

当座貸越 149,599 148,163

外国為替 12,609 11,591

外国他店預け 12,586 11,565

取立外国為替 22 25

その他資産 39,788 26,194

未収収益 2,582 2,408

金融派生商品 4,619 4,034

金融商品等差入担保金 31,768 17,886

その他の資産 817 1,866

有形固定資産 28,870 28,037

建物 4,649 4,320

土地 19,733 19,772

リース資産 145 185

建設仮勘定 16 566

その他の有形固定資産 4,325 3,192

無形固定資産 954 746

ソフトウエア 847 640

その他の無形固定資産 107 105

前払年金費用 9,576 9,621

繰延税金資産 － 3,360

支払承諾見返 8,192 8,095

貸倒引当金 △26,474 △26,570

資産の部合計 3,796,015 4,294,259
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

預金 3,204,392 3,370,096

当座預金 135,363 139,398

普通預金 2,131,657 2,301,253

貯蓄預金 24,943 25,043

通知預金 5,640 4,840

定期預金 858,622 841,157

定期積金 9,541 9,869

その他の預金 38,622 48,533

譲渡性預金 103,482 102,209

コールマネー － 3,671

売現先勘定 － 16,827

債券貸借取引受入担保金 19,142 138,405

借用金 224,367 421,102

借入金 224,367 421,102

外国為替 35 45

売渡外国為替 13 17

未払外国為替 22 28

その他負債 36,528 38,859

未決済為替借 0 0

未払法人税等 825 190

未払費用 680 621

前受収益 898 881

給付補填備金 0 0

金融派生商品 8,058 13,535

金融商品等受入担保金 3,271 907

リース債務 145 185

資産除去債務 416 486

その他の負債 22,231 22,051

賞与引当金 1,017 1,032

退職給付引当金 6,033 6,048

睡眠預金払戻損失引当金 1,383 1,116

繰延税金負債 271 －

再評価に係る繰延税金負債 4,319 4,174

支払承諾 8,192 8,095

負債の部合計 3,609,166 4,111,686
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

純資産の部

資本金 19,598 19,598

資本剰余金 10,585 10,582

資本準備金 10,582 10,582

その他資本剰余金 3 －

利益剰余金 131,516 135,186

利益準備金 10,431 10,431

その他利益剰余金 121,085 124,755

固定資産圧縮積立金 84 84

別途積立金 116,830 119,330

繰越利益剰余金 4,170 5,341

自己株式 △2,254 △2,122

株主資本合計 159,445 163,245

その他有価証券評価差額金 18,000 9,079

繰延ヘッジ損益 471 1,673

土地再評価差額金 8,664 8,353

評価・換算差額等合計 27,136 19,107

新株予約権 266 220

純資産の部合計 186,848 182,573

負債及び純資産の部合計 3,796,015 4,294,259
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

経常収益 47,360 45,132

資金運用収益 32,850 32,668

貸出金利息 20,277 19,834

有価証券利息配当金 12,430 12,180

コールローン利息 △0 0

預け金利息 137 653

その他の受入利息 5 0

役務取引等収益 8,331 8,296

受入為替手数料 2,725 2,523

その他の役務収益 5,605 5,773

その他業務収益 1,213 1,899

商品有価証券売買益 0 1

国債等債券売却益 1,213 1,898

その他の業務収益 0 －

その他経常収益 4,964 2,267

株式等売却益 4,213 1,711

金銭の信託運用益 63 －

その他の経常収益 687 556

経常費用 41,807 38,991

資金調達費用 524 470

預金利息 255 165

譲渡性預金利息 125 87

コールマネー利息 － 9

売現先利息 68 21

債券貸借取引支払利息 39 108

借用金利息 17 0

金利スワップ支払利息 18 78

役務取引等費用 2,300 2,255

支払為替手数料 918 805

その他の役務費用 1,382 1,450

その他業務費用 6,698 8,813

外国為替売買損 366 304

国債等債券売却損 5,466 7,852

国債等債券償却 － 47

金融派生商品費用 865 609

営業経費 27,548 25,689

その他経常費用 4,735 1,761

貸倒引当金繰入額 3,436 805

貸出金償却 0 0

株式等売却損 960 386

株式等償却 278 430

金銭の信託運用損 － 68

その他の経常費用 60 70

経常利益 5,552 6,140

特別利益 87 184

固定資産処分益 87 184

特別損失 528 466

固定資産処分損 73 142

減損損失 454 324

税引前当期純利益 5,111 5,858

法人税、住民税及び事業税 2,716 1,421

法人税等調整額 △431 △223

法人税等合計 2,284 1,198

当期純利益 2,827 4,659
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

当期首残高 19,598 10,582 9 10,592

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分 △6 △6

別途積立金の積立

土地再評価差額金の取崩

固定資産圧縮積立金の

取崩

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △6 △6

当期末残高 19,598 10,582 3 10,585

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 10,431 112 113,830 5,281 129,654 △2,279 157,565

当期変動額

剰余金の配当 △1,259 △1,259 △1,259

当期純利益 2,827 2,827 2,827

自己株式の取得 △3 △3

自己株式の処分 28 21

別途積立金の積立 3,000 △3,000 － －

土地再評価差額金の取崩 293 293 293

固定資産圧縮積立金の

取崩
△27 27 － －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － △27 3,000 △1,110 1,861 25 1,880

当期末残高 10,431 84 116,830 4,170 131,516 △2,254 159,445

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 10,878 △593 8,958 19,243 237 177,046

当期変動額

剰余金の配当 △1,259

当期純利益 2,827

自己株式の取得 △3

自己株式の処分 21

別途積立金の積立 －

土地再評価差額金の取崩 293

固定資産圧縮積立金の

取崩
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
7,122 1,064 △293 7,893 28 7,921

当期変動額合計 7,122 1,064 △293 7,893 28 9,802

当期末残高 18,000 471 8,664 27,136 266 186,848
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　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計

当期首残高 19,598 10,582 3 10,585

会計方針の変更による

累積的影響額

会計方針の変更を反映した

当期首残高
19,598 10,582 3 10,585

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分 △41 △41

別途積立金の積立

土地再評価差額金の取崩

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
38 38

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △3 △3

当期末残高 19,598 10,582 － 10,582

株主資本

利益剰余金

自己株式
株主資本

合計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 10,431 84 116,830 4,170 131,516 △2,254 159,445

会計方針の変更による

累積的影響額
△0 △0 △0

会計方針の変更を反映した

当期首残高
10,431 84 116,830 4,170 131,515 △2,254 159,444

当期変動額

剰余金の配当 △1,260 △1,260 △1,260

当期純利益 4,659 4,659 4,659

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 135 93

別途積立金の積立 2,500 △2,500 － －

土地再評価差額金の取崩 310 310 310

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
△38 △38 －

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 2,500 1,171 3,671 132 3,800

当期末残高 10,431 84 119,330 5,341 135,186 △2,122 163,245
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評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 18,000 471 8,664 27,136 266 186,848

会計方針の変更による

累積的影響額
△0

会計方針の変更を反映した

当期首残高
18,000 471 8,664 27,136 266 186,847

当期変動額

剰余金の配当 △1,260

当期純利益 4,659

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 93

別途積立金の積立 －

土地再評価差額金の取崩 310

繰越利益剰余金から

その他資本剰余金への振替
－

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△8,920 1,202 △310 △8,029 △45 △8,075

当期変動額合計 △8,920 1,202 △310 △8,029 △45 △4,274

当期末残高 9,079 1,673 8,353 19,107 220 182,573
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